
 
 
 
 

 

かぐめよし少年自然の家だより 平成２6 年 ３月号 №３ 

 
 

平成２５年度をふりかえって… 
 平成 25 年 3 月３１日。多くの市民、子どもたちの様々な想い出がいっぱいの、たしろ少年自然

の家が 37 年間の歴史に終止符を打ち、休止されました。1 つの市に３つの少年自然の家を設置し

ていたのは北九州市以外にはありません。これまでたしろ少年自然の家が果たしてきた役割、成果

に改めて敬意を表する次第です。 

 さて、たしろ少年自然の家といえば初代所長（故）廣田實美氏が思い起こされます。全国の、草

創期の少年自然の家の役割と教育的効果を明確にする試みとして、昭和 57 年 11 月に発刊された

『少年自然の家』～その教育効果を求めて～の執筆に、当時「全国少年自然の家連絡協議会」会長

として尽力されました。（失礼ですが）「じっちゃん、じっちゃん」とみんなから慕われていました。 

 そんなたしろの貴重な資料、アルバムをもじ少年自然の家に展示しています。ぜひご覧ください。 

また、たしろで飼われていた（？）木の大きなフクロウをかぐめよしの玄関で飼っています。フク

ロウは、北九州市の青少年教育施設の更なる推進に目を光らせています。平成 26 年度もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 
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★市民センター職員等研修会★ ★青少年団体リーダ―セミナー★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★石窯ピザ・石窯パン★   ★ボランティア研修会③★ 

 

 

 

 

 

 

 

本年度も、かぐめよし少年自然の家の主催事業に参加していただき、ありがとうございました。 

たくさんの方々と一緒に自然体験活動を行えたことを嬉しく思います。来年度も、いろいろと 

事業を計画しています。ぜひ、皆さん揃ってかぐめよしに遊びに来てくださいね♪ 

所員一同、皆さんが楽しく活動が出来るよう、準備してお待ちしています！ 

 市民センターでは、たくさんの子ども関連事業が

実施されており、参考となるように、今回の活動で

は、竹箸作り・火熾し・野外調理・ミニ門松作りを

実施しました。 

ミニ門松作りを初めて作る方もいましたが、皆さ

ん立派なミニ門松を作って帰られました(*^_^*) 

 これからも、地域の子どもたちの為にたくさん汗

を流していただけたら嬉しいです！！もちろんか

ぐめよしも応援いたします！ 

 

 リーダセミナーでは、少年団体や地域で子どもの

育成活動に関わる方、興味関心がある方々を対象と

して、今後の青少年育成活動の在り方や、方向性に

ついて学びました！小さな研修会ですが、指導者研

修は少年自然の家の大切な一コマです。 

研修では、竹炭づくり・絵馬づくり・焼印づくり

をしました。もちろんお互いの情報交換会も行いま

した。 

 石窯ピザとリース作り！・石窯パン作り！は、冬

期事業ではとても人気がある事業です！！ 

 本格的にピザやパンの生地からつくります！♪ 

石窯で焼いたピザはパリパリで最高(*^_^*)です。 

パンは、中がモチモチ(*^_^*)でおいしかったです。

参加した子どもたちも大喜びでした ❤ 

 

 今年度最後のボランティア研修会は、たしろ少年

自然の家・玄海青年の家・もじ少年自然の家・夜宮

青少年センター・かぐめよし少年自然の家の５所の

ボランティアの方々がつどい、情報交換会を含めた

餅つき大会を実施しました。 

力強く餅をつき、おいしくいただきました(*^^)v 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第１回★ 

 

本年度は「集団生活を通じて自然体験活動を学ぶ」を目標にしました！ 

１回目の活動は、テント設営、撤収・野外調理・火熾し・川遊び・ 

木メダル作りを行いました。新しい仲間も増えて、活気があふれた 

活動となりました。 

★第３回★ 

 

さわやかな秋風を受けながらますぶちダム周辺をサイクリング、 

自分たちで作ったダンボールオーブンでおいしいピザを焼き、 

かぐめよしの秋を満喫することができましたヽ(^o^)丿★★ 

 

★第２回★ 

もじアドベンチャークラブ（MAC）との合同活動でした。 

初対面の団員が多かったにもかかわらず、すぐに仲良くなり 

みんな楽しそうに活動していました＼(^o^)／★★ 

川調べ・野外調理・沢登り・ボールペン作り・キャンプファイヤー 

など、盛りだくさんの活動内容でした♪ 

★第４回★ 

厳しい寒さの中``ティピー``を建てその中でぽかぽか鍋を食べ温まりました。̀̀どんど焼き``では火にあたったり 

餅を焼いて食べて、今年一年の無病息災を願うことができました。 

ティピーは、子どもたちに大人気！一生懸命みんなで力を合わせて 

組み立てを行ったので、片づけるときは名残惜しさが残りました(ToT)/~~~ 

 

★第５回★ 

 

今年度最後の活動となった「福智山登山」では 

雪のため、頂上にいくことを断念する「判断」をしました。 

３月とは思えない雪景色。避難小屋でばくだんおにぎりを食べ 

思い出に残る登山となりました。 

「卒団式」では卒団生を気持ちよく送り出すことができました。 

５回の活動を通して、自然を満喫しました(*^_^*)❤ 

 



 
   
 
 
 
 
 
 

今回ご紹介するのは桐（キリ）です。桐といえば桐箪笥（キリダンス）が有名ですが、なぜ箪笥

の材として優れているかご存知ですか。桐は成長が早く、とても軽く、湿度を調整する性質に長け

ています。そして意外なのがなかなか燃えない。火事にあっても中の大事な着物を守ってくれるこ

とから桐が尊ばれるようになったと言われています。この燃えにくい性質を利用したのが桐灰のカ

イロ。ゆっくり時間をかけて燃えるのでカイロ灰として使われたとか。 

 桐は植えて根付いたら一度切り、生えてきた枝を一本残して育てるそうです。この一度切ること

から切り・・・桐（キリ）という名がついたそうです。 

 かぐめよしで一番大きなこの桐の木はます渕ダムの近くに生えています。昔、女の子が産まれた

ときに植えられたのでしょうか。桐の木を植えて嫁入り道具の箪笥をつくって持たせた風習はもう

途絶えてしまったのか、桐の木を見かけることが少なくなったような気がします。 

 

主催事業のお知らせ ～ ４月 ～ 6 月 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 申し込み方法などにつきましては、お気軽にお問い合わせください(*^_^*)♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 名 時  期 対象者・人数 

４
月 

紫川博物館 ① 4 月２６日(土)～２７日(日)  
小中学生とその保護者 

定員：２０名 

５
月 

こどもの日福智山登山 ５月５日(月) 小中学生とその保護者 

かぐめよし自然少年団① ５月１７日(土)～１８日(日) 
かぐめよし自然少年団 

に所属する団員 

かぐめふるさと交流 ５月３１日(土)～６月１日(日) 
家族 

定員：１０家族 

６
月 

紫川博物館 ② ６月７日(土)～８日(日) 
小中学生とその保護者 

定員：２０名 

 

住所：〒８０３-０２６７ 北九州市小倉南区大字頂吉４５１-１ 

電話：(093)４５１-３１１１ ｆａｘ：(093)４５１-３１３３ 

ホームページ：http://www.kagumeyoshi.com/ 
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